
・ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、安全・安心で質の高い教育環境を整備

します

成　 果　 指　 標 対　 象 調　 査　 名

コ ン ピ ュ ータ など の ICT 機器の活用に関し て、 学校内外
にお いて 十分に活用する サポート が受け ら れて い る と
回答し た学校の割合

小学校
中学校

全国学力・ 学習状況調査
学校質問調査

学校は勉強し たり 運動し たり するのに適し た道具が整っ て
いたり 、 過ご し やすい施設になっ ていたり する と 回答し
た児童生徒の割合

小６ 児童
中３ 生徒
高２ 生徒

教育委員会調査

取　 組 概　 要
対象

幼 小 中 高

１   新し い時代の学校施設
整備

高機能で安全・ 安心な教育環境と 多様な社会的課題に
対応し た持続可能な学校施設を 整備し ます

〇 〇 〇 〇

２   学校における 教材等の
充実

ICT 機器及び教材の充実を 図り ます 〇 〇 〇

３   学校規模の適正化
こ ど も がよ り 良い教育環境の中で 、 効果的な 教育を
受けら れる よ う 学校規模の適正化を 推進し ます

〇 〇 〇

４   新たな学校の在り 方に
関する 調査研究

こ れから の学校が直面する で あろ う 課題や方向性に
ついて、 調査研究し ます

〇 〇 〇

政策４

施策１ 新しい時代の学びを実現する学校施設等の整備

安全・安心に学べるより良い教育環境の整備
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・ 児童生徒が生き生きと活動し、安全・安心な学校生活を送ることができるよう、安全対策を徹底

します

成　 果　 指　 標 対　 象 調　 査　 名

学校管理下における事故発生率

幼稚園
小学校
中学校

高等学校

こ ども 家庭部調査
教育委員会調査

自分たち の安全を 守っ てく れている 人や場所がある こ と
を 知っ ている と 回答し た児童生徒の割合

小６ 児童
中３ 生徒
高２ 生徒

教育委員会調査

取　 組 概　 要
対象

幼 小 中 高

１   こ ど も を 取り 巻く 環境
を 整える 安全管理

登下校時や校内における 事件や事故、 災害から こ ど も
を 守る 環境を 整備し ます

〇 〇 〇 〇

２   校内の協力体制の構築
すべて の教職員の役割分担を 明確にし 、 学校全体で
対応に当たる 体制を 整備し ます

〇 〇 〇 〇

３   多様な機関と の連携
学校安全に関わる 活動の担い手と なり う る 多様な機関
と の連携を 推進し ます

〇 〇 〇 〇

４   安全・ 安心な給食の
 提供に関する 環境整備

学校給食室の衛生面・ 施設面の点検管理を 徹底し 、
安全・ 安心な給食を 提供し ます

〇 〇

施策２ 学校安全の推進
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・ こどもの数の減少に伴う学びの課題を整理し、学校規模や地域等によって教育格差が生じない

よう支援します

成　 果　 指　 標 対　 象 調　 査　 名

小規模校と の意見交換の実施
小中学校
該当校

教育委員会調査

取　 組 概　 要
対象

幼 小 中

１   学びの支援
学校規模など に応じ た課題を 整理し 、 教育環境の向上
を 図り ます

〇 〇

２   通学等への支援
統廃合等によ り 通園・ 通学が遠距離と な っ た こ ど も
への通学支援や、 校外学習における 移動手段への支援
を 行います

〇 〇 〇

施策３ 中山間地域等における教育環境の向上

通学バスによる支援 他校との遠隔合同授業
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・公正な学びの機会を提供します

成　 果　 指　 標 対　 象 調　 査　 名

就学援助 2 2 申請に対する補助充足率 申請数 教育委員会調査

取　 組 概　 要
対象

小 中 高

１   教育費負担軽減のため
の経済的支援

家庭事情に関わら ず均等に教育を 受ける 機会を 充実
し ま す

〇 〇 〇

２   義務教育の保障に
 向けた環境整備

様々な 環境に置かれた人に対し て 、 義務教育を 保障
する 環境を 整備し ま す

〇 〇

22　経済的な理由で困っている保護者に対して、学用品や給食費などの一部を援助する制度

施策４ 学びの機会確保に向けた支援

奨学金による経済的支援 外国人に向けた就学案内

A ESCOLA JAPONESA - - - - - - - - - -
O sistema escolar no Japão
O ensino obrigatório

AS ESCOLAS DE HAMAMATSU- - -
A escola e as férias
O horário da escola
O trajeto entre a casa e a escola
O almoço
A limpeza
A atividade extra-curricular
Estudo de línguas à parte
O boletim escolar Ayumi/Tsushinbo
As Regras

A saúde e a segurança
A passagem de série e de curso

AS ATIVIDADES ANUAIS - - - - - - - - -
AS MATÉRIAS E SEU CONTEÚDO- -
AOS SENHORES PAIS- - - - - - - - - - -

As despesas escolares
A consulta educacional
P.T.A.
O auxílio para despesas escolares

PROSSEGUIMENTO DOS ESTUDOS-10
(Pais e filhos pensando juntos)

Q&A (Perguntas e respostas ) - - - - - - - 11

AS ESCOLAS PRIMÁRIA E GINASIAL DE HAMAMATSU

COMITÊ DE EDUC AÇÃO DE HAMAMATSU
Departamento de Administração Escolar- Divisão de Apoio Educ ac ional

pág.
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・いじめの防止等（いじめの未然防止、早期発見及び早期対応）のための対策を推進します

成　 果　 指　 標 対　 象 調　 査　 名

いじ めの問題に対し て、 外部人材と 情報共有を し たり 、
協働し た り し て 対応に あた る こ と がで き た と 回答し た
学校の割合

小学校
中学校

高等学校
教育委員会調査

いじ め防止対策推進法に応じ た対応を理解し 、 それに沿って
行動していると 回答した教職員の割合

小学校教職員
中学校教職員
高等学校教職員

教育委員会調査

取　 組 概　 要
対象

小 中 高

１   「 浜松市いじ めの防止等
のための基本的な方針」
の徹底

「 浜松市い じ めの防止等のた めの基本的な 方針」 に
基づいて、 いじ めの未然防止、 早期発見、 早期対応及び
地域や他機関と の連携を 推進し ます

〇 〇 〇

施策５ いじめの問題への対応

いじめの防止等に関する周知・啓発

～いじ めの理解と 対応について～

こ んなこ と あり ませんか？

　 子供た ち は、 自分から いじ めの被害を 訴え ら れな いこ と も あり ま す。 多く の大人の目で 、「 いじ め

のサイ ン 」 に気づい て あげら れる よ う 以下のチ ェ ッ ク 項目を 参考に、 見守っ て い き ま し ょ う 。

子供たち の様子で気になる こ と がある と き は、 保護者と 情報を 共有し ます

□ 連絡がなく 登校し ていない

□ 遅刻・ 欠席が増える

□ 心身の不調を 訴える こ と が増える

□ 学習意欲の低下

□ 忘れ物が増える

□ 交流活動や班編成で孤立し がち になる

□ 発言する と 周囲の反応が冷ややか

子供たちに気になる 様子がある と きには、
いつも 以上に子供に寄り 添い、じ っ く り と
子供の話を 聴き ます

地 域 の 子 供 た ち に 気 に な る 様 子 が
見ら れる と き に は、 保護者や学 校に
知ら せま す

いじ めに

関する

相談窓口

〇 教育総合支援センタ ー（ いじ め、 不登校、 友達関係等、 教育全般の相談） 

　  T EL: ０５３－４５７－２４２４

〇 いじ め子ども ホット ライ ン（ いじ め相談専門ダイ ヤル※２４ 時間年中無休） 

　  T EL: ０５３－４５１－００２２

〇 ２４ 時間子供 SO S ダイ ヤル（ 緊急の相談ダイ ヤル※２４ 時間年中無休） 

　  T EL: ０１２０－０－７８３１０

〇 まも ろう よ 　 こ ころ（ 悩みや不安の相談方法と 窓口の紹介）

□ 保健室の利用回数が増える

□ 休み時間に一人で過ごすこと が多い

□ 教職員の近く にいたがる

□ 特定の相手に必要以上に気を 遣う

□ あだ 名で呼ばれている

□ 道具を いつも 一人で片付けている

□ 不自然に机を 離さ れている

浜松市教育委員会　 指導課

まも ろ う よ  こ こ ろ

相談申し 込み

人間関係のト ラブルで対象と なった子供が嫌だと 思う もの

● 冷やかし・ からかい・ 悪口・ 脅し文句・ 嫌なことを言われる

● 仲間はずれ・ 集団による無視

● 軽い暴力・ ひどい暴力・ 金品をたかられる

● 持ち物を隠される・ 盗まれる・ 壊される・ 捨てられる

● 嫌なこと・ 恥ずかしいこと・ 危険なことをされたり、 させら

れたりする

● SNS 上の掲示板などへの書き込みなど誹謗中傷や嫌なこと

をされる　 等

家庭 地域

学校

こっそり 話し た
だけなのに

ふざけた
だけなのに

思ったことを書いた
だけなのに

注意し た
だけなのに

こ れっ ていじ めなのかな～それは いじ め かも し れません

悪質性や故意性がなく ても いじ めになる 場合があり ます

いじ めのサイ ンを見逃さ ないチェ ッ ク リ スト

□ 朝なかなか起き てこ ない

□ 朝になる と 心身の不調を 訴える

□ 学校を 休みがち になる

□ 自室にこ も る こ と が多く なっ た

□ 家族と の会話を 避ける

□ 急に怒る こ と が多く なっ た

□ 泣く こ と が多く なっ た

□ 無理し て明る く 振る 舞っ ている

□ 急に甘える よ う になっ た

□ 学用品や持ち 物がなく なっ ている

□ 学用品が壊れている

□ 自己否定的な言動が見ら れる

□ 夢でう なさ れる こ と が増えた

□ 夜中に突然起き る こ と が増えた

学校

地域家庭

全ての子供たち の笑顔のために

子供を 取り 巻く 現状

いじ めは､ どこでも ､ どの子供にも 起こり う るも のです

「 嫌だなぁ 、 痛いなぁ と 思っ たこ と があっ た」 と 回答し た割合【 ％】

令和５ 年度「 はま まつ い じ めア ン ケ ー ト 」 結果よ り

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

63 .3

小1　 小2　 小3　 小4　 小5　 小6　 中1　 中2　 中3

58 .5

50 .7

40 .0

34 .1

28 .6
26 .5

22 .2

14 .0

令和５ 年度「 はままついじ めアンケート 」 結果より

※浜松市立小中学校で は､子供たち のタ ブ レ ッ ト 端末を 活用し た「 はま ま つい じ めア ン ケ ート 」　
　 を 実施し てい ま す。

　 令和５ 年度「 はまま ついじ めアン ケート 」 の結果によ る と 小学生の

4 5 .9 ％、 中学生の 2 0 .9 ％の子供が「 嫌だ な ぁ 、 痛いな ぁ と 思っ た

こ と があっ た 」 と 訴えています。

子供たち の笑顔のために

学校・ 地域・ 家庭 で
連携・ 協働し ます

□ 清掃時に机を運んでも ら えていない

□ 理由なく 急いで下校する

□ 理由なく なかなか帰ら ない

法律上のいじ め

□ 登下校する 友人が変わっ た

□ 登下校時に一人だけおいていかれる こ と がある

□ 登下校時に仲間外れにさ れる こ と がある

□ 特定の子がカ バン や荷物を 持たさ れている

□ いつも 一人で遊んでいる

□ 異学年の子と ばかり 遊んでいる

□ みんなにお菓子や飲み物を おごっ ている

□ 遊んでいる 際に同じ 子ばかり ねら われている

□ 以下のよ う な気になる 様子がある

　 ・ 一人で泣いている

　 ・ ケン カ を し ている

　 ・ 一人だけにさ れている

いじ め防止対策推進法

　「 いじ め」 と は、 児童等に対し て、 当該児童等が在籍

する 学校に在籍し ている 等当該児童等と 一定の人的関係

にある 他の児童等が行う 心理的又は物理的な影響を 与える

行為（ イ ン タ ーネッ ト を 通じ て 行われる も のを 含む。）

であっ て、当該行為の対象と なっ た児童等が心身の苦痛を

感じ ている も の をいう 。

一般的な社会通念上のいじ め

いじ め見逃し

ゼロ

いじめの未然防止に向けた学校での取組
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